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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

・引当金その他影響額が僅少な項目につき、一部簡便な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の移動の有無 ：無 

（平成17年４月13日に設立した子会社｢星光精細化工（張家港）有限公司｣は決算期が12月であり、当第1四半期

においては３月が決算期である当社との連結対象とならないため非連結としております。） 

 

 

２．18年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年４月１日～平成17年６月30日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

18年３月期第１四半期 5,869 12.7 416 △7.8 421 △6.9 351 42.2 

17年３月期第１四半期 5,205 △5.1 452 24.5 452 26.2 247 29.3 

(参考)17年３月期 21,684 △0.4 1,876 5.3 1,891 7.8 1,014 242.7 

 

 
１株当たり四半期

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株

当たり四半期(当期)

純利益 

 円 銭 円 銭 

18年３月期第１四半期 11 43  － 

17年３月期第１四半期 8 04  － 

(参考)17年３月期 30 59  － 

(注)期中平均株式数(連結) 18年３月期第１四半期 30,741,385株 17年３月期第１四半期 30,742,025株 

 17年３月期      30,741,776株 

 

(2)財政状態（連結）の変動状況 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

18年３月期第１四半期 27,376 17,631 64.4 573 56 

17年３月期第１四半期 27,084 16,883 62.3 549 22 

(参考)17年３月期 27,209 17,495 64.3 566 70 

(注)期末発行済株式数(連結) 18年３月期第１四半期 30,741,356株 17年３月期第１四半期 30,741,936株 

 17年３月期      30,741,504株 

 

〔参考〕 

平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中間期 11,640 870 630 

通 期 24,400 2,190 1,460 

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）45円09銭 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、最終の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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１．経営成績 
 
 
経営成績(連結)の概況 
当第１四半期(平成１７年４月１日から同年６月３０日まで)の当社グループの連結業績
は、日本経済の緩やかな回復局面の中で、主要販売先である製紙・印刷インキ・事務機器

の各業界向けともに厳しい販売競争が続きましたが、差別化商品の投入等で拡販に取り組

み、売上高は前年同期比６６３百万円(１２.７％)増の５,８６９百万円となりました。利益
面では、原油・ナフサ価格の高騰による石油化学関連原材料の大幅な値上がりがあり、販

売価格への転嫁を進めましたが、営業利益は前年同期比３５百万円(７.８％)減の４１６百万
円、経常利益は前年同期比３１百万円(６.９％)減の４２１百万円となりました。また、固定
資産売却益１４５百万円を特別利益に計上したため、四半期純利益は前年同期比１０４百

万円（４２.２％）増の３５１百万円となりました。 
（セグメント別の概況） 
・製紙用薬品事業 
当第１四半期の紙・板紙の生産数量は、前年同期比１.３％増の７７８万トンとほぼ横
ばいでありました。このような状況のもと、乾燥紙力増強剤の販売増およびインクジェッ

ト用紙耐水化剤・嵩高紙向け薬品等の高付加価値製品の拡販により、当事業の売上高は前

年同期比５２７百万円(１４.６％)増の４,１５３百万円となりました。利益面では、石油
化学関連原材料価格の高騰があり、営業利益は前年同期比８百万円(３.０％)減の２８５百
万円となりました。 
・印刷インキ用・記録材料用樹脂事業 
印刷インキ用樹脂につきましては、前年同期比１０％増の売上高となりました。プリン

ター・複写機向けの記録材料用樹脂は、主要ユーザーの在庫調整が一段落し売上高は前年

同期比７％増となりました。これらの結果、当事業の売上高は前年同期比１３５百万円(８.
６％)増の１,７１５百万円となりました。利益面では、石油化学関連原材料価格の高騰が
あり、営業利益は前年同期比２６百万円(１６.７％)減の１３１百万円となりました。 

 
財政状態(連結)の概況 
当第１四半期末の総資産は２７,３７６百万円となり、前年同期末に比べて２９１百万円
増加しました。売上債権の増加６０５百万円、関係会社株式の増加５３０百万円、現預金

の減少３９９百万円および短期貸付金の減少４２４百万円が主な要因であります。負債は

前年同期末に比べて４５６百万円減少し、９,７４４百万円となりました。長期借入金の返
済による減少９８５百万円および仕入債務の増加５７３百万円が主な要因であります。株

主資本は利益剰余金の増加により１７,６３１百万円となり、前年同期末に比べて７４７百
万円増加しました。この結果株主資本比率は６４.４％となり、前年同期末に比べて２.１ポ
イント向上いたしました。 
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当期の連結業績の見通し 
当第１四半期の連結業績は、売上高・利益とも計画値を若干上回って推移しました。引

き続き差別化商品の拡販を行い、開発中の新製品を市場へ投入するとともに、現在も進行

中の原材料価格値上がりの販売価格への転嫁を図り、併せて一層のコスト削減を推進する

ことにより、所期の売上高・利益の達成を目指します。従いまして、現時点では平成１７

年５月１０日付の決算短信(連結)にて公表しました業績予想に変更はありません。 
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（１）　（要約）四半期連結貸借対照表

(単位:百万円)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

(資産の部) ％ ％ ％ ％

Ⅰ．流動資産

576 976 △ 399△ 40.9630

8,615 8,009 605 7.68,283

2,459 2,122 337 15.92,343

126 207 △ 81△ 39.3101

1,788 2,213 △ 424△ 19.22,812

422 802 △ 380△ 47.4467

△ 6 △ 3 △ 3 85.3△ 6

流 動 資 産 合 計 13,98151.114,32752.9 △ 346△ 2.414,63253.8

Ⅱ．固定資産

有形固定資産

建 物 及 び 構 築 物 3,881 3,698 183 4.93,818

機械装置及び運搬具 2,341 2,141 200 9.42,467

土 地 3,988 4,315 △ 327△ 7.64,029

建 設 仮 勘 定 101 150 △ 49△ 33.0 1

そ の 他 302 329 △ 26 △ 8.1 308

有 形 固 定 資 産 合 計 10,61538.810,63539.3 △ 20 △ 0.210,62539.1

無形固定資産 324 1.2 23 0.1 300 - 34 0.1

投資その他資産

投 資 有 価 証 券 1,098 1,072 25 2.41,081

関 係 会 社 株 式 540 10 530 - -

繰 延 税 金 資 産 547 686 △ 138△ 20.2565

そ の 他 541 567 △ 26 △ 4.7 542

貸 倒 引 当 金 △ 271 △ 239 △ 32 13.5△ 271

投資その他資産合計 2,4568.9 2,0977.7 358 17.11,9177.0

固 定 資 産 合 計 13,39548.912,75747.1 638 5.012,57746.2

27,376100.027,084100.0 291 1.127,209100.0

２．連結財務諸表

(平成17年６月30日) (平成17年３月31日)
増　減

(平成16年６月30日)

前　期前第１四半期当第１四半期

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

短 期 貸 付 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

資 産 合 計
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(単位:百万円)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

(負債の部) ％ ％ ％ ％

Ⅰ．流動負債

4,433 3,859 573 14.94,327

500 - 500 - 500

818 986 △ 167△ 17.0898

216 52 164 313.6238

- - - - 337

188 371 △ 183△ 49.4 37

1,385 1,285 100 7.8 996

流 動 負 債 合 計 7,54227.66,55524.2 986 15.17,33527.0

Ⅱ．固定負債

- 500 △ 500 - -

830 1,648 △ 818△ 49.7993

1,165 1,314 △ 148△ 11.31,193

206 157 49 31.3 191

- 24 △ 24 - -

固 定 負 債 合 計 2,2028.0 3,64513.5△ 1,442△ 39.62,3798.7

9,74435.610,20037.7 △ 456△ 4.59,71435.7

(資本の部)

Ⅰ． 2,0007.3 2,0007.4 - - 2,0007.3

Ⅱ． 1,5665.7 1,5665.8 - - 1,5665.8

Ⅲ． 13,79250.413,05548.2 737 5.613,66850.2

Ⅳ． 273 1.0 262 0.9 10 4.2 260 1.0

Ⅴ． △ 0△ 0.0 △ 0△ 0.0 △ 0 58.0△ 0△ 0.0

17,63164.416,88362.3 747 4.417,49564.3

27,376100.027,084100.0 291 1.127,209100.0

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

自 己 株 式

負 債 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

そ の 他

そ の 他

賞 与 引 当 金

社 債

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

一年以内返済予定長期借入金

未 払 法 人 税 等

未 払 賞 与

一年以内償還予定社債

前　期
増　減

(平成16年６月30日)

前第１四半期当第１四半期

(平成17年３月31日)(平成17年６月30日)
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（２）　（要約）四半期連結損益計算書

(単位:百万円)

金額 百分比 金額 百分比 金額 増減率 金額 百分比

％ ％ ％ ％

Ⅰ．売上高 5,869100.0 5,205100.0 663 12.7 21,684100.0

Ⅱ．売上原価 4,32073.6 3,71771.4 602 16.2 15,55471.7

売上総利益 1,54826.4 1,48828.6 60 4.1 6,12928.3

Ⅲ．販売費及び一般管理費 1,13119.3 1,03519.9 95 9.3 4,25319.6

営業利益 416 7.1 452 8.7 △ 35 △ 7.8 1,8768.7

Ⅳ．営業外収益

受取利息 5 5 △ 0 18

受取配当金 4 4 0 12

仕入割引 3 2 0 15

その他 5 6 △ 1 38

計 18 0.3 19 0.4 △ 0 △ 4.3 84 0.4

Ⅴ．営業外費用

支払利息 9 13 △ 4 49

売上割引 3 2 0 13

為替差損 0 1 △ 0 0

その他 1 1 △ 0 5

計 13 0.2 18 0.4 △ 4 △ 25.8 69 0.4

経常利益 421 7.2 452 8.7 △ 31 △ 6.9 1,8918.7

Ⅵ．特別利益 145 2.5 - - 145 - 426 2.0

Ⅶ．特別損失 9 0.2 - - 9 - 657 3.0

税金等調整前四半期(当期)純利益 557 9.5 452 8.7 104 23.1 1,6607.7

法人税等 205 3.5 205 4.0 0 0.2 645 3.0

四半期(当期)純利益 351 6.0 247 4.7 104 42.2 1,0144.7

自　平成16年４月１日

至　平成16年６月30日

前　期

増　減 自　平成16年４月１日自　平成17年４月１日

至　平成17年６月30日 至　平成17年３月31日

当第１四半期 前第１四半期
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（３）四半期連結剰余金計算書

(単位:百万円)

(資本剰余金の部)

Ⅰ．資本剰余金期首残高 1,566 1,566 1,566

Ⅱ．資本剰余金四半期末(期末)残高 1,566 1,566 1,566

(利益剰余金の部)

Ⅰ．利益剰余金期首残高 13,668 12,996 12,996

Ⅱ．利益剰余金増加高

四半期(当期)純利益 351 351 247 247 1,014 1,014

Ⅲ．利益剰余金減少高

１．配当金 153 130 284

２．役員賞与金 73 227 57 188 57 342

Ⅳ．利益剰余金四半期末(期末)残高 13,792 13,055 13,668

金額

前期

自　平成17年４月１日 自　平成16年４月１日

至　平成17年６月30日 至　平成17年３月31日

当第１四半期

金額

前第１四半期

自　平成16年４月１日

至　平成16年６月30日

金額
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